
鳥取市墓地条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

平成２９年３月２７日 

 

鳥取市長 深 澤 義 彦    

 

鳥取市条例第１８号 

鳥取市墓地条例の一部を改正する条例 

鳥取市墓地条例（昭和４６年鳥取市条例第２６号）の一部を次のように改正する。 

第８条第１項中「祭祀」を「祭祀
し

」に改める。 

第１１条第１項第５号及び第６号を削る。 

第１３条を第１７条とし、第１２条を第１６条とし、第１１条の次に次の４条を加

える。 

（使用権の消滅） 

第１２条 次の各号のいずれかに該当するときは、墓地の使用権は、消滅する。 

⑴ 使用者が死亡し、相続人又は親族若しくは縁故者等祭祀を主宰する者がないと

き。 

⑵ 使用者が住所不明となり１０年を経過したとき。 

（改葬又は墳墓の移転） 

第１３条 市長は、前条第１号の事由が発生した日から５年を経過したとき、又は同

条第２号に該当したときは、焼骨を一定の場所に改葬し、その墳墓及び碑石を移転

することができる。 

（改葬又は移転命令) 



第１４条 市長は、管理上又は公益上特に必要があると認めるときは、使用者に対し

改葬又は地上物件の移転を命ずることができる。 

２ 市長は、前項の規定により改葬又は移転を命じようとするときは、前条に規定す

る場合を除き、あらかじめ使用者に通知し、使用すべき他の墓所を指定しなければ

ならない。 

３ 市長は、前項に規定する場合は、その費用を補償することができる。 

（無縁故者の区画） 

第１５条 市長は、第２条の墓地内に無縁故者の焼骨を埋蔵する区画を設けることが

できる。 

 別表第１第二いなば墓苑の部合葬式墓地以外の項中「１００，０００円」を「１０

９，０００円」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の鳥取市墓地条例別表第１の規定は、この条例の施行の日

以後に使用の許可を受けた者について適用し、同日前に使用の許可を受けた者につ

いては、なお従前の例による。 

 


